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こ
の
紅は

な花

　
摘
み
ご
ろ
で
す
。



　

町
は
、「
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
」
に
沿
い
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
評
価
と
町
民
の
皆
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
30
年
２
月
に
「
ま

ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
集
計

結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
調
査
結
果
は
第
６
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の

策
定
を
進
め
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●回答者の内訳（年齢別）

10代 20代 30代 40代 50代
１人 12人 34人 78人 164人
60代 70代 80代以上 不明 合計

363人 241人 100人 11人 1,004人

　縦軸に「重要度」、横軸に「満足度」を取った相関図にまとめることにより、全体の施策の

状況を見ることができます。特に図の左上の領域にある施策は「満足度が低く、重要度は高い」

と考えられ、今後改善が望まれる領域と考えられます。「子育て環境」や「教育環境」などは、

満足度、重要度ともに高く、今後も重点的に継続して施策を実施していくことが求められてい

ることがわかります。「産業人材育成」や「労働」などは、重要度は高いものの満足度が低く、

今後重点的に改善が求められている施策であることがわかります。

アンケート調査の概要
●町内に居住する全世帯（約 4,700 世帯）に町内長を通   
　じた文書配付、郵送回収、併せてメールによる回答も
　可能としました。
●平成 30年２月 22 日文書配付、3月 30 日締切
●回収数 1,004 票（回収率 21.4％）
●町の取組みに対する満足度、今後の重要度などの調査
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産業人材育成
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産業創出

観光

６次産業化

農業 関係機関連携

エネルギー対策
居住環境

農村・農地

医療体制

産業人材育成

労働

産み育て環境

子育て環境

子どもの育成

福祉環境

生涯スポーツ
行財政改革

ふるさと回帰

生涯学習

林業

環境美化

芸術文化

情報の共有

みんなで育成

廃棄物処理

健康づくり

教育環境
水環境災害に強い

職員対応

人づくり

地域づくり

交流の推進

環境保全

景観保全

公共交通
役場利便性

土地利用

高等・専門教育

食の推進

商業

道路交通網

雪を克服

特産品開発

親の教育

豊かな森林

工業
産業創出 観光

６次産業化

農業 関係機関連携

エネルギー
対策

居住環境

農村・農地

低い　　　　満足度　　　　高い

［政策改善分野（重要度高、満足度低）］ ［政策維持分野（重要度、満足度とも高）］

町の仕事、サービスに対する満足度・重要度（相関図）

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

皆
さ
ん
の
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

高
い　
　
　
　

重
要
度　
　
　
　

低
い

　アンケート結果の
詳細は町ホームページ
に掲載していますの
で、ぜひご覧ください。

【問い合わせ】
企画政策課企画調整係

☎ 85-6123

〝
声ホンネ
〞



１位 人口急減対策プロジェクト

２位 防災力向上プロジェクト

３位 産業競争力強化プロジェクト

４位 白鷹人育成推進プロジェクト

５位 地域コミュニティ活性化プロジェクト

６位 森林・林業再生プロジェクト

主要施策の優先順位
　第５次総合計画後期基本計画では、重点
プロジェクトとして６つの項目を設定して
います。皆さんより、今後「重点的に進め
てほしい施策」として優先順位を付けてい
ただいた結果、右表のとおりとなりました。

人口の減少に対し、今後、
行政機能を維持していくために、
コンパクトなまちづくり（公共建築物、
町道、上下水道など）を計画、実施して
いる市町村が多く存在します。
あなたは、どのようにお考えですか。

Ｑ
Ａ

本町も検討
をするべき

62.1％
（624人）

わからない

21.6％
（217人）

その他
3.0％

（30 人）

無回答
8.4％
（84人）

本町は検討
をするべき
ではない

4.9％
（49人）

0 5 10 15 20 25 30 0 5 10 15 20

あなたのお住まいの集落を
今後も維持していくために、
あなたならどのようなことをしますか。

住環境の整備

空き家の活用

道路・公共交通の充実

地域内、他地域との交流の増加

移住者を増やす

婚活の充実

企業誘致（働く場の確保）

子育て環境の充実

組織のコンパクト化（コミュニティ統合等）

若者の転出抑制

商店の確保

高齢者福祉の充実

農地の有効活用

その他

わからない

2.8％（13人）
7.2％（33人）

2.0％（９人）
14.0％（64人）
12.3％（56人）
3.9％（18人）

9.6％（44人）
3.3％（15人）

7.9％（36人）
6.1％（28人）
1.1％（５人）

6.6％（30人）
19.7％（90人）

2.4％（28人）
1.1％（５人）

Ｑ
Ａ

※回答は具体的に記述していた

　だきましたが、記述内容を項

　目別に分類し集計しました。

注）「記載なし」593件は除いて
　　掲載しています。

プロジェクトとして６つの項目を設定して
います。皆さんより、今後「重点的に進めいます。皆さんより、今後「重点的に進め
てほしい施策」として優先順位を付けていてほしい施策」として優先順位を付けてい
ただいた結果、右表のとおりとなりました。

笑顔かがやき

心かよう

美しいまち

第５次
白鷹町総合計

画

春
夏

冬
秋

第５次総合計画後期基本計画では、重点

第５次

白鷹町総合
計画

まちづくりアンケートの結果

0 5 10 15 20 25 30 0 5 10 15 20

あなたのお住まいの集落で、
特に困っていることは何ですか。

高齢化により、共同作業が困難

空き家が増加している

荒廃農地が増えている

除雪作業が大変

人口減少によるコミュニティの維持が大変

交通の便が悪い

商店がない

税外負担が多い

環境が良くない（悪臭等）

ゴミ置き場が遠い

道路が不便（狭いなど）

特にない

その他

Ｑ
Ａ

21.8％（124人）
5.9％（34人）

2.8％（16人）
15.0％（86人）

28.0％（160人）
2.1％（12人）
4.2％（24人）

0.5％（３人）
3.1％（18人）

1.0％（６人）
4.7％（27人）
4.4％（25人）
6.5％（37人）

※回答は具体的に記述していた

　だきましたが、記述内容を項

　目別に分類し集計しました。

注）「記載なし」432件は除いて
　　掲載しています。
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　皆さんにお答え

いただいたアンケート

　の一部を抜粋して

　お知らせします。



　6月18日に大阪府北部を震源とする最大震度６弱の地
震が発生し、大阪府を中心に大きな被害が出ました。
　この災害で被災された方々を支援するため、日本赤十
字社は下記のとおり義援金（義援金名称「平成30年大
阪府北部地震災害義援金」）を受付けています。お寄せ
いただいた義援金は、全額を被災された皆様にお届けし
ます。なお、個人・法人からの2,001円以上の義援金は、
税制上の優遇措置の対象となります。事務局で受領証を
発行しますので、希望される方は健康福祉課窓口へお越
しください。皆様のご支援をよろしくお願いします。
●受付期間　９月28日（金）まで（※土日祝日は除く）
●受付時間　午前８時30分～午後５時
●受付場所　白鷹町役場１階ロビー・白鷹町健康福祉セ
　ンター
【問い合わせ】
日赤白鷹町分区事務局／健康福祉課福祉係　☎86-0111

平成30年大阪府北部地震災害

義援金にご協力ください

　

６
月
29
日
、
米
沢
市
と
置
賜
２
市

５
町
と
の
「
置
賜
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
」
の
締
結
式
が
米
沢
市
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
は
、
中
心
市
と
な
る

米
沢
市
と
近
隣
市
町
（
長
井
市
・
南

陽
市
・
高
畠
町
・
川
西
町
・
小
国
町

・
白
鷹
町
・
飯
豊
町
）
が
相
互
に
役

割
分
担
し
、
連
携
・
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
圏
域
全
体
と
し
て
必
要
な

生
活
機
能
等
を
確
保
し
、
定
住
の
受

け
皿
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
今
年
度
中
に
、
連
携
す
る

具
体
的
取
組
を
盛
り
込
ん
だ
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

Close Up
クローズアップ

広
域
連
携
で
定
住
の
受
け
皿
形
成
を
目
指
す
―
―

米
沢
市
と
置
賜
２
市
５
町
で
置
賜
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結

平成 30年６月 29日　
置賜定住自立圏形成協定締結式

置賜定住自立圏記念講演会のご案内

　置賜地域での定住自立圏形成協定の締結を

記念し、置賜３市５町間の広域連携の取組み

の推進につなげるため講演会を開催します。

●いつ　７月25日（水）午後３時～５時

●どこで　東京第一ホテル米沢

●内容
・記念講演「定住自立圏構想の歩みと展望」

（政策研究大学院大学教授）

・鼎
ていだん

談「置賜圏域の未来を語る」

（政策研究大学院大学教授、一般財団法人地

　域活性化センター理事長、米沢市長）

●入場料　無料（要申込）

【申し込み・問い合わせ】
米沢市総合政策課企画調整担当

☎0238-22-5111

定住自立圏の推進イメージ

中心市

（米沢市）

②定住自立圏形成協定の締結

　中心市と近隣市町が１対１で、議会の議決を経て締結

③定住自立圏共生ビジョンの策定

　圏域の将来像や推進する具体的取組を記載
○人口５万人程度以上

○昼夜間人口比率１以上

○原則３大都市圏外　等 ④連携した具体的な取組の実施（平成 31年度から）

近隣市町

（置賜２市５町）

①中心市宣言（平成 30年２月）

　　 広報しらたか   2018. 7 4
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平成 31年度
白鷹町重要事業要望

　 

白
鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の  

 

　
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
　

　

霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
も
補

助
金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
町
外
の
入
学
者
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な

る
財
政
支
援
に
つ
い
て
要
望
す
る

も
の
で
す
。

　 

人
口
減
少
対
策
（
移
住
・

　 

若
者
流
出
対
策
）
に
対
す

　 

る
支
援
に
つ
い
て
　
　

　

急
速
な
人
口
減
少
に
緊
急
的
に

対
応
す
る
た
め
、
移
住
者
の
増
加

　白鷹町では、町の将来像「笑顔かがやき心かよう美しい
まち」を実現するためのまちづくりを進めています。地方
創生を推進し、まちづくりが着実に実現するよう来年度の
重要事業として次の項目を国や県に対し要望しました。

や
若
者
の
転
出
抑
制
等
に
よ
り
、

定
住
人
口
の
確
保
に
向
け
た
施
策

に
対
す
る
支
援
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

　
　 

地
方
交
付
税
総
額
の

 

　
確
保
充
実
に
つ
い
て
　

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
団
体
で
あ

る
本
町
が
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
地
方
交
付
税
の
確
保
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　 
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に

 

　
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

高
校
生
の
通
学
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
地
域
住
民
の
交
通

手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
存
続
に
向
け
た
財
政
支
援
等
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　 

デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
　  

 

　
支
援
の
継
続
拡
充
に
つ
い
て

　

高
齢
者
等
の
生
活
交
通
を
確
保

す
る
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
へ

の
市
町
村
総
合
交
付
金
制
度
の
継

続
拡
充
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　 

過
疎
対
策
事
業
債
の
必
要

　 

額
確
保
に
つ
い
て
　
　
　

　

過
疎
団
体
で
あ
る
本
町
が
、
将

来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
そ
の
財
源
と
な
る
過

疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て
、
必
要

額
の
確
保
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　  

少
子
化
・
結
婚
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

　

子
ど
も
医
療
費
や
保
育
料
等
の

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

や
婚
活
支
援
な
ど
の
少
子
化
・
結

婚
対
策
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
す
。

　
　 

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
　

　

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
町
立
病
院
の
安
定
し
た
運
営

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
医
師
確
保

困
難
地
域
に
対
す
る
財
政
措
置
の

拡
充
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
着
地
型
観

　 

光
推
進
の
た
め
の
環
境
整

　 

備
に
つ
い
て
　

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人

旅
行
）受
入
れ
体
制
整
備
と
し
て
、

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）
環
境
整
備
や
多
言
語
案
内

サ
イ
ン
整
備
等
、
イ
ン
フ
ラ
面
で

の
整
備
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　

 
 

　
木
材
の
安
定
供
給
体
制
を

　 

構
築
す
る
た
め
の
支
援
の

　 

強
化
に
つ
い
て
　
　

　

今
後
も
町
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
た
め
、
間
伐
や
路
網

の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　 

　
御み

か

げ影
地
区
農
村
地
域
防
災

　 

減
災
事
業
の
早
期
実
施
に

　 

つ
い
て

　

老
朽
化
し
て
い
る
御
影
沼
（
農

業
用
た
め
池
）
の
防
災
減
災
対
策

に
つ
い
て
、
早
期
実
施
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　

 　 

中
丸
地
区
農
村
地
域
防
災 

　 

減
災
事
業
の
早
期
実
施
に

　 

つ
い
て

　

た
め
池
の
決
壊
等
の
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
中
丸
た
め
池
の

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
早
期

実
施
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　 

荻
の
窪
地
区
農
村
地
域
防

　 

災
減
災
事
業
の
早
期
実
施

　 

に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　

た
め
池
の
決
壊
等
の
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
荻
の
窪
た
め
池

の
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
早

期
実
施
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　 

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線 

　 

道
路
改
築
事
業
（
荒
砥
橋

　 

工
区
）
の
推
進
に
つ
い
て

　

橋
脚
等
の
工
事
が
進
む
荒
砥
橋

架
け
替
え
に
つ
い
て
早
期
完
成
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　 

国
道
２
８
７
号
（
菖
蒲･

下

　 

山
地
内
）
道
路
改
築
事
業
の

　 

早
期
着
工
に
つ
い
て
　
　

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　 

長
井
～
白
鷹
間
の
西
廻
り

　 

幹
線
道
路
調
査
の
早
期
着

 

　
工
つ
い
て
　
　

　

国
道
２
８
７
号
を
補
完
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
に
向
け
た
路
線
調

査
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　 

峰
岸
地
区
砂
防
自
然
災
害

　 

防
止
事
業
（
急
傾
斜
地
） 

　 

の
早
期
着
工
に
つ
い
て　

　

八
乙
女
八
幡
神
社
北
部
の
急
傾

斜
地
に
つ
い
て
、
土
砂
災
害
の
防

止
対
策
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
す
。

　 

学
校
生
活
支
援
員
へ
の

　 

財
政
支
援
に
つ
い
て　

　

各
小
中
学
校
に
「
学
校
生
活
支

援
員
」
を
配
置
し
、
特
別
な
配
慮

や
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
、

学
習
活
動
の
支
援
を
中
心
に
自
立

活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
問
題
行
動

等
の
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
財
政
支
援
に

つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

継 続
1

新規要望
2

継 続
3

新規要望
9

継 続
4

継 続
11

継 続
5

継 続
10

継 続
6

継 続
7

継 続
8

新規要望
12

新規要望
13

継 続
14

新規要望
15

継 続
16

継 続
17

継 続
18
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まちのニュース

３分団２部３班（菖蒲上）

川村武広、小関啓祐、今野克俊、
川村堂洋、小関健太

１分団５部５班（新地）

漆山　剛、佐藤孝幸、川村竜二、
石橋一也、青木　純

３分団５部１班（十王）

伊藤啓介、橋本大地、佐藤　廉、
手塚雄一朗、別府　勲、鈴木亮太

１分団４部１班（東横田尻）

土屋克志、土屋　充、田苗俊将、
今野正善、土屋雅人、船山寿希也

　

町
消
防
団
が
、
操
法
技
術
と
統
制
力
を
競
い
合
う
「
消
防
操
法
大
会
」
は
６
月
24
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
小
型
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
３
部
門
。
各
団
員
が
、
朝
晩
と
繰
り
返
し

行
っ
て
き
た
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
度
白
鷹
町
消
防
操
法
大
会

ポンプ車の部　優勝

小型ポンプ積載車の部（模範） 小型ポンプの部　準優勝

小型ポンプの部　優勝 審
査
結
果
（
西
置
賜
支
部
大
会
出
場
団
体
）
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地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

羽
黒
の
森
を
守
る
会
に
環
境
大
臣
表
彰

　

６
月
13
日
、
平
成
30
年
度
環

境
保
全
功
労
者
等
環
境
大
臣
表

彰
式
が
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵

門
（
東
京
都
）
で
開
か
れ
、
環

境
大
臣
か
ら
羽
黒
の
森
を
守
る

会
（
大
瀧
憲
夫
前
会
長
）
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
会
は
、
羽
黒
神
社
表
参

道
及
び
そ
の
周
辺
の
松
く
い
虫

対
策
を
進
め
、
羽
黒
の
森
一
帯

の
里
山
の
景
観
を
守
る
と
と
も

に
、
山
口
区
内
の
自
然
環
境
の

保
全
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

切
れ
目
な
い
支
援
で
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室「
紅あ

か

ほ
っ
ぺ
」が
完
成

　

町
で
は
、
４
月
か
ら
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
広

報
し
ら
た
か
４
月
号
掲
載
）
を

立
ち
上
げ
、
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保
健
師
等
）、

保
育
士
が
相
談
（
電
話
、
来

所
、
訪
問
）
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
た
び
、
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
修
繕

し
、相
談
室
「
紅
（
あ
か
）
ほ
っ

ぺ
」を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
産
後
、
子

育
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩

み
等
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

青
木
実
さ
ん
、
上
原
恭
子
さ
ん
、
田
勢
康
弘
さ
ん

白
鷹
町
観
光
交
流
大
使
に
再
任

　

白
鷹
町
観
光
交
流
大
使
委
嘱

書
交
付
式
が
６
月
21
日
に
町
長

室
で
行
わ
れ
、
青
木
実
さ
ん
、

上
原
恭
子
さ
ん
、
田
勢
康
弘
さ

ん
に
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

　

大
使
の
皆
さ
ん
は
い
ず
れ
も

再
任
で
、
今
期
で
３
期
目
。
こ

れ
ま
で
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「SH
IRA

TA
K

A
  RED

」
関
連

や
町
産
食
材
を
活
用
し
た
レ
シ

ピ
の
発
案
、
都
内
で
の
町
産
品

Ｐ
Ｒ
、
白
鷹
学
講
座
で
の
講
演

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
白
鷹
町

の
魅
力
発
信
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
町
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、〝
白
鷹
町
〟
の
認

知
度
向
上
の
た
め
の
新
た
な
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
出
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
町
の
さ
ら
な
る
観
光

交
流
推
進
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
。

横澤副町長から一人

ひとりに委嘱書が手

渡された（写真は青

木さん）

表
彰
状
を
手
に
す
る
大
瀧
前
会
長

白鷹町子育て世代包括支援センター

【健康福祉センター／健康福祉課健康推進係内】

〒 992-0831 白鷹町大字荒砥甲 488 番地

☎ 0238-86-0210
開所日：月曜日～金曜日　　

開所時間：午前８時 30 分～午後５時 15 分

（12 月 29 日～１月３日及び祝日を除く。）

①
可
愛
ら
し
い
壁
紙
に
囲
ま
れ
た
室
内

②
相
談
室
の
入
口

１

２
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感謝とお礼の気持ちを込めて

しらたかFACTORY利用者が清掃活動

　５月 30 日、しらたか FACTORY の利用者が国道
348 号周辺でゴミ拾いのボランティア活動を行いま
した。
　しらたか FACTORY は、平成 29 年２月に旧鷹山小
学校を利用して開所した就労継続支援Ｂ型の事業所
で、当ボランティア活動は、町や鷹山地区の方々から
の協力に対し、感謝とお礼の気持ちを込めて行ってい
るものです。３回目の今回は利用者３人が参加。「１
回目に行ったときは目に余るほどゴミがひどかった
が、きれいになったおかげでゴミを捨てる人が減った
ように感じる」と笑顔で周りを見渡しました。 人目につきにくい場所のゴミもくまなく拾い上げた

「今、この時代に生きる子どもたちに寄り添うために」

岡田沙織氏 研修会を開催

　６月 30 日、置賜地区青少年育成連絡協議会・置
賜社会教育振興会・白鷹町青少年育成町民会議・置
賜地域人権啓発活動ネットワーク協議会合同研修会
があゆーむで開催されました。
　研修会では、NPO 法人若者メンタルサポート協会
理事長の岡田沙織さんが「今、この時代に生きる子ど
もたちに寄り添うために」と題して講演。岡田さんは、
さまざまな悩みを抱えながら生きている若者たちの事
例を紹介しながら「悩みの根源には家庭環境に問題が
あるケースが多い」と説明。そして、「大人の満たさ
れない思いを子どもに押し付けてはダメ。大人は自分
自身にゆとりを持つことが大事」と提言しました。

　町土地改良区の主催による花の植栽活動が６月５日
にさくらの保育園で、15 日にひがしね保育園で行わ
れました。
　ひがしね保育園では年長児と年中児合わせて 34人
が参加。土地改良区の職員から植え方を教えてもらう
と、早速マリーゴールドとサルビアの花を自分のプラ
ンターの前に持ってきて、１株ずつていねいに植えま
した。園児たちは「上手にできた！」「楽しかった！」
と花を見てニッコリ。最後にプランターを園舎の前に
並べ、じょうろでたっぷりと水をあげました。

きれいなお花だぁ～い好き！

保育園で花の植栽活動

自身の壮絶な人生経験も話に織り交ぜながら講演する岡田さん自身の壮絶な人生経験も話に織り交ぜながら講演する岡田さん

教えてもらったとおりに優しく

花を植える園児たち
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　６月 14 日、鮎貝小学校の３年生 24 人が学校近く
のりんご園でリンゴの摘果作業を行いました。
　これは町土地改良区が主催する事業の一つで、町内
でリンゴ農家を営む熊坂嘉代司さん（高岡）が、児童
たちに摘果をする理由とやり方を指導しました。木の
低いところから高いところまで、協力しながら手際よ
く作業を行った児童たち。摘み取った青くて小さな実
をかじってみた児童は「うわ。しぶい」と顔をしかめ
ました。児童たちは今後、リンゴが赤く色づくように
９月に葉摘み作業を行います。

真っ赤でおいしいリンゴになぁれ！

鮎貝小学校児童がリンゴ摘果体験

　平成 30年度の第１弾となる白鷹学講座「食育プロ
レス」が６月 28日、あゆーむで開催されました。
　この日は、プロレスラーに扮した大分県佐伯市役所
の柴田真佑さんと、朝日町のご当地キャラクター桃色
ウサヒが「食育」について 90分３本勝負のトークバ
トルを繰り広げました。1・2ラウンドでは、2人が
食育についての疑問や思い、考えを語りあい、3ラウ
ンドでは参加者から出された疑問にわかりやすく答え
ました。参加者は２人のやり取りに聞き入り、白鷹町
で無理をせずにできるそれぞれの「食育」について考
えていました。

白鷹学講座パート１

食育トークセッション「食育プロレス」

参加者の興味を引きながら「食育」を語る柴田さんとウサヒ

実の大きさを見比べながら摘果作業をする児童

　７月２日、第 68回社会を明るくする運動白鷹町住
民集会が健康福祉センターで開かれました。
　この運動は、地域の人たちがそれぞれの立場で力を
合わせ、犯罪のない明るい社会を築くことを目的とし
たものです。この日は、佐藤誠七町長と遠藤幸一議長
に内閣総理大臣メッセージが伝達され、その後、保護
司会と更生保護女性会会員などが街頭啓発隊として町
内の学校や銀行などを巡回。集会では、山形歯科専門
学校校長の大貫英一さん（荒砥在住）による記念講演
が行われ、参加者に「（明るい社会のために）ともに
考え合うことが大事」と呼びかけました。

社会を明るくする運動

地域で見守り、犯罪や非行を防ごう　

「ともに考え、行動することの大切さ」を

テーマに講演する大貫さん
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１-２.外観イメージ

主要地方道長井白鷹線からのアプローチイメージ

白鷹町/株式会社環境デザイン研究所白鷹町まちづくり複合施設等整備事業実施設計 設計説明書１.コンセプト

企画政策課

主事 酒井駿吾

（Ｈ29年度採用）

平成 31年度採用

白鷹町職員採用試験

●試験内容
【第１次試験】教養試験、専門試験（専門職及び保健

　　　　　　 師のみ）、事務適正検査（行政職のみ）、

　　　　　　 一般性格診断検査、作文試験

【第２次試験】面接試験（第１次試験合格者について

　　　　　　 のみ通知します）

●提出書類
①白鷹町職員採用試験申込書及び住民票抄本

②写真（３カ月以内に撮影したもので、タテ４cm×

　ヨコ３cm、無帽、上半身、正面）

●募集要項・受験申込書の配布
①白鷹町役場で受け取る場合は、役場２階総務課にお

　いて交付します。

②郵便で請求する場合は、120円切手を貼った宛先明

　記の返信用封筒（角型２号）を同封のうえ、「白鷹

　町職員採用試験申込用紙請求」と朱書きして総務課

　総務係まで送付してください。

まちづくり複合施設建設中！
平成 31年度供用開始予定
（施設外観イメージ）

【応募先・問い合わせ】〒 992-0892 白鷹町大字荒砥甲 833 番地　総務課総務係　☎ 85-6120

白鷹町職員採用試験

企画政策課

主事 酒井駿吾

（Ｈ29年度採用）

白鷹町職員採用試験

　　　　　　   

９月16日  日
※第２次試験は 10月中・下旬予定

《受験申込受付期間》

８月９日  木  まで
※郵送の場合は８月９日  木  必着

【第１次試験】

新しい町役場
で、

働いてみませ
んか？

③町ホームページ（http://www.town.
　shirataka.lg.jp/）からもダウンロード  

　できます。

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

上級行政職 若干名

次のいずれかに該当する方

①平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方

②平成９年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期

　大学を除く）及びこれと同等と認められる学校を卒業した方、又は平

　成 31年３月までに卒業見込みの方

上級専門職（土木） １名 平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方

上級専門職（建築） １名 平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方

初級行政職 若干名 平成９年４月２日から平成 13年４月１日までに生まれた方

※ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く）及びこれと同等と

　認められる学校を卒業した方、又は平成 31年３月までに卒業見込みの

　方は受験できません。初級専門職（土木） １名

保健師 １名
平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で、保健師の資

格を有する方、又は平成 31年３月までに当該資格を取得する見込みの方

　　 広報しらたか   2018. 7 10



児童扶養手当

●児童扶養手当を受給できる方
18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいがあ
る児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭
（配偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む）
の父や母、または養育者
※次の場合などは、対象になりません。

・養育者の所得が一定額以上の場合

・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで

　きる場合

・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■支給内容（４月、８月、11月の３期に分けて支給します。）

障害等級 １級 ２級

手当月額 51,700円 34,430円

■所得制限限度額 （平成 30年８月～）

扶養親族
の数

本人の所得制限  配偶者 ・ 扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹）  

 の所得制限全部支給 一部支給

０人 49万円 192万円 236万円

１人 87万円 230万円 274万円

２人 125万円 268万円 312万円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円 
　  を加えた額になります。

●一部支給停止措置について
手当を受けてから５年以上を経過した方（８歳未満の
児童を監護する方を除く）は、就労などの実績がない
場合、手当額が２分の１に減額されます。該当する方
には適用除外のための届書を送付していますので忘れ
ずに提出してください。
※次の場合は、減額対象になりません。

・あなたが働いているか、求職活動をしている場合

・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合

・あなたが病気やケガで働くことができない場合

・あなたが子どもや親族を介護しなければならない

　ため働くことができない場合　

●現況届の提出をお忘れなく
手当を受給している方は、毎年８月中に現況届の提出
が必要になります。後日、該当する方に必要書類を送
付しますが、現況届の提出がないと８月分以降の手当
を受けることができません。忘れずに、早めに提出く
ださい。

■支給内容（４月、８月、12月の３期に分けて支給します。）

児童の数 全部支給のとき 一部支給のとき

１人目 月額 42,500円 月額 10,030～ 42,490円     

２人目 10,040円を加算 5,020～ 10,030円を加算

３人目以降
（一人につき）

6,020円を加算 3,010～ 6,010円を加算

※所得限度額を超えた場合は、 一部支給となります。
※一部支給については、所得に応じてきめ細かく定め
　られています。

ひとり親の方や、親に代わって子どもを養育している方に対し、生活の安定・自立の

促進とともに、子どものすこやかな成長を願って支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できる方
20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を養
育している父母または養育者。
※次の場合などは、対象になりません。

・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合

・養育者の所得が一定額以上の場合
■所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限
 配偶者・扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹） 

 の所得制限

０人 459万６千円 628万７千円

１人 497万６千円 653万６千円

２人 535万６千円 674万９千円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円 
　  を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく
手当を受給している方は、毎年８月11日から９月10日
までの間に所得状況届の提出が必要になります。
後日、該当する方に必要書類を送付しますが、所得状
況届の提出がないと８月分以降の手当を受けることが
できません。忘れずに、早めに提出ください。

特別児童扶養手当 特別児童扶養手当は、精神または身体に

障がいのある児童の福祉増進のために支給されます。

各届出
は期間

内に

忘れず
に提出

してね

児童福祉制度・手当についてのお知らせ
【詳しい手続・ご相談】健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212
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婚活応援室
　毎週火曜日、ふれあいプランナーの菅亜貴子

さんによる婚活相談会を実施しています。お気

軽にご利用ください。

♥場所　K’s Space（山口・喜多楼となり）

♥日時　毎週火曜日　午後１時 30分～８時

※予定変更となる場合もありますので、事前に

　電話予約いただくと確実に対応できます。

※上記日時内であれば、電話相談も可能です。

※要相談にて、火曜日以外にも利用可能です。

【相談・問い合わせ】
ふれあいプランナー 菅 亜貴子

☎ 090-4637-3805
婚活サポート委員会事務局

（健康福祉課子育て支援係内）

☎ 0238-86-0212

　　　　婚活サポート委員会では、町内飲食店
　　　と協力し、独身者の方を対象に気軽に参
加できる出会いの場を提供します。ぜひ、お友
達と一緒にご参加ください。

  第１弾

●開催店　喜多楼
●日時　７月 28日（土）午後６時 30分～
●対象者　20歳～おおむね 45歳の独身男女
●定員　男女各 10名
●参加費　4,000 円
●内容　食べ放題飲み放題のバーベキューパー
　ティー
【申し込み・問い合わせ】喜多楼　☎ 85-4832

　《今後の予定》

　９月 15日…イタリア料理　シャッタカ
　11月末…そばきり八寸
　※詳細については、決定次第広報します。
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委
員
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・
大
村　

亨
夫
さ
ん
（
鮎
貝
）　

・
嶋
林　

淳
子
さ
ん
（
荒
砥
） 

・
鈴
木　

和
夫
さ
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（
十
王
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・
鈴
木　

成
子
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（
中
山
）
再
任 
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向
田
美
和
子
さ
ん
（
広
野
）

おいしい近場で「はじめまして」事業

ご利用ください !

「恋活」はじめてみませんか？

ケーズスペース

　　 広報しらたか   2018. 7 12

町からのお知らせ



　

町
立
図
書
館
で
は
、
新
図
書
館
オ

ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
作
業
を
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容　

図
書
の
箱
詰
め
、
ラ

　

ベ
ル
表
示
、
棚
入
れ
等

●
活
動
日
時　

町
立
図
書
館
開
館
時

　

間
内
の
都
合
の
良
い
時
間
帯

●
活
動
期
間　

平
成
30
年
10
月
か
ら

　

平
成
31
年
7
月
ま
で

●
活
動
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館
内

■ 

新
町
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

　 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す●

対
象　

心
身
と
も
に
健
康
で
体
力

　

に
自
信
の
あ
る
方（
高
校
生
以
上
）

●
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
金
）

●
申
込
方
法　

町
立
図
書
館
に
お
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

活
動
予
定
に
か
か
る
打

　

ち
合
わ
せ
会
を
９
月
中
旬
に
開
催

　

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

町
立
図
書
館　

☎
87

－
０
２
１
７

　

教
育
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
で
は
、
町
民
の
方
の
運
動
能
力

を
把
握
す
る
た
め
毎
年
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
現
在
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

体
力
、
健
康
づ
く
り
に
興
味
が
あ

る
方
、
今
現
在
の
自
身
の
体
力
、
運

動
能
力
を
調
べ
て
み
ま
せ
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●
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度
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。
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昨年度の体力・運動

能力調査の様子

●選考方法　白鷹ソフト小村使用許可選考委員会
　において選考します。
●その他　施設の利用には一定の条件がありま　
　す。詳しくはお問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ】
商工観光課商工振興係　☎ 87-0696

　これまで、白鷹ソフト小村の入居資格は、情報
産業を営む個人・法人に限定されていましたが、
研究開発や起業、新事業の創出、新分野への進出
など、入居条件を拡充し地域産業の育成も支援し
ながら、地域経済の活性化を図っていきたいと考
えていますので、ぜひご活用ください。
●所在地　鮎貝 1520-1
●内容　ビジネスオフィス（１戸建）１棟

《内訳》

Ａタイプ１棟（２階建約 70 坪）
［使用料］５万 8,620 円／月

●入居について
①入居日　８月から（５年以内の使用が可能な方）
②経費　使用に伴う経費は実費負担となります
●募集期間　７月 17 日（火）～７月末
●申込方法　提出書類などに必要事項を記入のう
　え、商工観光課へ提出してください。
※提出方法は郵送または持参のみとします。
※提出書類など、詳細は町のホームページをご覧
　ください。 入居を募集する施設（Ａタイプ）の外観

　自然豊かなオフィス環境で次代を築いてみませんか？

   白鷹ソフト小村の入居者を募集します
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　地域おこし協力隊として活動中の遠藤真弓、茅野唯が、中山
地区にある築 150 年の古民家を「ゲストハウス」（宿＆カフェ）
として来春オープンする予定です。
　この宿＆カフェの名前となった「蔟（まぶし）」とは、かつ
て白鷹町でも盛んだった養蚕の用具で、蚕が繭をつくる際に入
る部屋になるものです。この古民家には「蚕部屋」がそのまま
残っており、地域の人にとっては懐かしいこの空間に再び人々
が集まる場所にしたい、との思いから「蔟」と名づけました。
また、よそから来る人には、ここに住む人々が大切にしている
季節ごとの暮らしを体験してほしい、そして、地域の人たちと
ゲストの交流の場になってほしいと考えています。

　私たちはこの宿を、できるだけ自分たちの手でつ
くっていきたい、また、地域の方にも愛着を持ってほ
しい、との思いから地域の方々にもご協力をいただ
き準備しています。今回、3階の蚕部屋と１階の宿の
改修費用の一部にさせていただきたくクラウドファン
ディングをはじめました。「クラウドファンディング」
とは、実現したいプロジェクトを持つ人の呼びかけに
共感した人がインターネットサイトを通じて出資し支
援いただく仕組みです。支援いただいた金額に応じて
リターン（お礼）をご用意させていただきます。もし
よければご支援、ご協力いただけましたら幸いです。

【地域の方限定のリターン】

《3,000 円セット》
　お礼のお手紙／「蔟」のどこかにお名前を記載／
　ドリンク 2杯サービス券
《5,000 円セット》
　お礼のお手紙／「蔟」のどこかにお名前を記載／
　ドリンク２杯サービス券／オリジナルてぬぐい
《10,000 円セット》
　お礼のお手紙／「蔟」のどこかにお名前を記載／
　「蔟」でのランチ＆ケーキ／オリジナルてぬぐい

※インターネットでは、このほかにもリターンをご用 

　意しています。

ご支援いただける場合は…
●受付期間　8月 27日（月）まで
※現金の場合は８月 25日（土）まで
●申込方法
⑴現金で申し込む場合

　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、お申し込みください。
　ご連絡いただければ、申込書を持ってお伺いします。また、
　鷹山地区コミュニティセンターでも受付けています。
※申込書は役場２階企画政策課にも備えてあります。
⑵インターネットの場合

　http://readyfor.jp/projects/kurashinoiemabushi2019　　
　にアクセスまたは「レディーフォー　くらし noie　蔟 　
　mabushi」で検索し、お申し込みください。

地域密着型ゲストハウス

「くらし noie  蔟
まぶし

mabushi」
　　　　　　１階の中央には、地域の人が靴のまま入り

　　　　　　気軽にお茶飲みができる土間をつくり、カ

　　　　　　ウンターキッチンを設けてカフェスペース

を併設します。また、囲炉裏を囲んでゆっくりできるよ

うに玄関から入ってすぐのところに囲炉裏の間をつくり

ます。台所に残っているタイル張りの流し台はそのまま

使い、お風呂は薪で火を焚く五右衛門風呂です。朝日連

峰が望める西側にはウッドデッキをつ

くり、そこにかまどを設置します。客

室は３部屋を予定しています。そして、

３階の蚕部屋を憩いの場に改修します。

クラウドファンディングをはじめました

【問い合わせ】
地域おこし協力隊
遠藤真弓　☎ 080-6616-5364
茅野　唯　☎ 080-2785-8503
企画政策課コミュニティ推進係
☎ 87-0830

プロ
ジェ
クト
の

実現
に向
けて
…

地域おこし協力隊新プロジェクト

期間中に目標金額（150万円）に達しなかった場
合は、お預かりした支援金は返金となりリターン

もご用意できなくなりますのでご了承ください。
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　　　校囲碁部は、今年も女子団体（梅津麗愛さん、
　　　金子愛佳さん、副田未来さん）が県大会で優勝
し、７月に東京で行われる「全国高校囲碁選手権大会」
に出場します。これは８年連続の快挙です。囲碁部の
外部コーチをお願いしている五十峯隆氏と舟山嘉実氏
の毎日のご指導のおかげです。ありがとうございます。
　副田未来さんは、「全国大会に出場できてうれしい。
まずは 1勝！全国の強豪相手に悔いの残らない戦い
をしてきます」と抱負を語ってくれました。３人は、
７月 14 ～ 15 日の合宿を経て、７月 23 日に東京へ
向かいます。健闘を祈ります。

荒高掲示板 
・囲碁部  女子  全国大会出場

・吹奏楽部による演奏 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

くらしの

知識

【問い合わせ】 

町民生活相談センター

（町民課くらし環境係）

☎85-6131
置賜消費生活センター

☎0238-24-0999

vol.64

【
事
例
】

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

  □ 「期日までに連絡してください」などと書いてあっても絶対に連絡しないよ

　　うにしてください。  

  □ 「訴訟を起こす」「弁護士対応になる」など不安をあおるようなことが書か

　　れていても、利用した覚えがなければ決して支払わず、無視しましょう。

▼ ▼アドバイス！

　「総合消費料金に関する訴訟最終通告のお知ら

せ」というハガキが見知らぬ機関から届いた。「商

品代金が未払いのため、契約会社から民事訴訟と

しての訴状が提出された事を通知する。期間まで

に連絡がない場合、差し押さえを行う。」などと

書かれているが、身に覚えがない。

身に覚えのない架空請求にご注意！

請　求

○○○○
円

未
払
い
だ
よ
〜

本

写
真
左
か
ら
梅
津
さ
ん
、

金
子
さ
ん
、
副
田
さ
ん

　　　月 3日に行われた白鷹町春季消防演
　　　習において、本校吹奏楽部が分列行進
の演奏をさせていただきました。

６
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　町報川柳　― 上 ―　　 

次回「特」七月二十五日まで／「付」八月二十五日まで（※ 作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

中山地区で着々と製作が進む手作りのツリーハウス

　  人が集まる空間づくり
　  着々と進行中です！

地域おこし協力隊　遠藤 真弓　

蚕桑地区で活動中！
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎85-6120

町長交際費
町長の主な動静 ６月 ６月
月　日 行　　事　　名

6月 1日
山形県水源林造林協議会総会

第 2回西置賜行政組合議会臨時会

6月 2日 「郷土芸能高玉芝居」 出版祝賀会

6月 3日 春季消防演習

6月 4日

平成 30 年度置賜地区商工団体協議会定時総会

平成 31 年度置賜開発重要事業に係る置賜総合

支庁長への要望

6月 5日
第 3回白鷹町議会定例会 ・本会議

まちづくり複合施設等整備特別委員会

6月 7日 総務厚生常任委員会

6月 8日 産建文教常任委員会

6月 11日
白鷹町農業再生協議会総会

置賜さくら会総会

6月 12日

全員協議会

議会運営委員会

第 3回白鷹町議会定例会 ・本会議

6月 14日 東部工業団地会総会

6月 15日
戦没者追悼式

山形県国土調査推進協議会定例総会

6月 16日
国際交流協会台湾 ( 宜蘭県 ) 相互交流プロモー

ション　～ 20 日まで （台湾）

月　日 行　　事　　名
6月 22日 置賜地域地場産業振興センター理事会

6月 24日
白鷹町長杯パークゴルフ親睦大会

白鷹町消防団操法大会

6月 25日 企業訪問 （宮城県）

6月 26日

町重要事業要望内容説明 （県議）

白鷹町交通安全対策協議会総会

教育施設整備に関する情報交換会

6月 27日
文部科学省技術参事官視察来町

町重要事業要望会 ［置賜総合支庁長］

6月 28日

町重要事業要望 ［国会議員］ （東京都）

新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会中

央要望 （東京都）

6月 29日

山形鉄道株式会社第 138 回取締役会

第 30 期山形鉄道株式会社定時株主総会

置賜定住自立圏協定締結式

長井白鷹建設組合 「町長と語る会」

6月 30日

平成 30 年度置賜地区青少年育成連絡協議会 ・

置賜社会教育振興会 ・白鷹町青少年育成町民

会議 ・置賜地域人権啓発活動ネットワーク協議

会合同研修会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
6月 4日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

6月 5日 御祝 3,100　 深山観音堂 ・稲荷神社例大祭

6月 11日 御祝 5,000　 東部工業団地会総会

6月 12日 香典 10,000　 元職員弔慰金

6月 15日

御祝 5,115　 長岡開府 400 周年記念式典

御祝 1,800　 水林おくまん様祭礼

香典 10,000　 山形県副知事ご親族弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
6月 15日 香典 10,000　 選挙管理委員ご親族弔慰金

6月 18日 御祝 3,000　 白鷹ライオンズクラブ最終例会

6月 20日 香典 5,000　 町内立地企業ご親族弔慰金

6月 25日

贈答品 11,492　 町特産品ＰＲ

御祝 2,980　 朝日連峰夏山開き

香典 10,000　 元鶴岡市長弔慰金

計 82,487　
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　「食」の教育年間指導計画の 8月の題材は「白

鷹の夏を味わおう」です。その取り組みのひとつ

として、山形の郷土料理「だし」を提供する予定

です。それぞれの地域や家庭によって使用する材

料はさまざまですが、「調理場のだし」には、きゅ

うり、なす、オクラ、みょうがと全て白鷹産の野

菜を使用します。野菜は、旬のものが一番栄養価

が高く、その季節に体が欲するものが多く含まれ

ているので、夏野菜を上手く給食に取り入れたい

と思います。

　暑くて体調をくずしがちになる季節ですが、夏

野菜を中心にバランスのの良い食事を心がけ、暑

さに負けない体をつくりましょう。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― おらほの食材 ―

米・きゅうり・キャベツ・小松菜・かぼちゃ・じゃ

がいも・玉ねぎ・なす・ピーマン・なす・トマト・

ミニトマト・オクラ・みょうが・にんにく・みそ等
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.61The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

　昨年度に引き続き、町民の皆さんの健康づくり活動をポ
イント化する「しらたか健紅マイレージ」を実施します。
健康づくりに取り組むことでポイントになり、50ポイン
ト貯まると特典が得られます。これは、一人ひとりの健康
づくりを応援するために実施するものです。
●対象　町内にお住まいの 19歳以上の方
　　　　（平成 31年４月１日現在年齢）
●実施期間　平成 30年４月～平成 31年３月

１ポイント記録票を手に入れポイントを貯める

①健康福祉センター、各地区コミュニティセンター、町の
　健康づくり事業参加、ホームページ等で記録票を手に入
　れる。
②健康づくりに取り組み、ポイントを貯める。
  （健診を受けて20ポイント、健康教室参加で10ポイント、
　健康づくりの目標を決めて取り組んで 30ポイント  等）

２ポイント達成・健康づくり応援カード取得

① 50ポイント貯まったら健康福祉センターに届け出る。
　（付属の封筒で郵送または直接ご持参ください。）
②県の「やまがた健康づくり応援カード」（発行から 1年  
　間有効）の交付が受けられ、町の抽選にも応募できる。

３得点を得る

❶健康づくり応援カードの提示でサービス等の特典
　県内健康づくり協力店でカードを提示することで、さま
　ざまなサービスが受けられる。

❷抽選で健康グッズ等の特典
　抽選で健康グッズ等の景品
　がもらえる。

健紅マイレージの流れ

「しらたか健
けんこう

紅マイレージ」を実施します
【日本の紅

あか

をつくる町の健康づくりポイント事業】 今年度も

参加者の声

・自分の体は自分で守ろうとする意識が

　強くなった。

・毎日運動することで心も体もいきいき

　できると感じた。

・目的があると意気込みも違って毎日取

　り組むことができた。

・実際に記録をつけることで自信につな

　がった。

・数年前は大変だった羽黒山の石段も、

　１年以上体操を続けたおかげでスムー
　ズに登ることができた。

・少しずつでもコツコツ運動に出かける

　ことで仲間づくりもでき、体が軽く感

　じられるようになった。　

●地区別参加者割合

蚕 桑 30％
鮎 貝 30％
荒 砥 ７％

十 王 ７％

鷹 山 ７％

東 根 19％

●年代別参加者割合

20代 １％

30代 ７％

40代 ８％

50代 10％
60代 51％
70代 21％
80代 １％

90代 １％

●男女別参加者割合

男 性 18％
女 性 82％

《昨年度の参加状況》
←
蚕
桑
・
鮎
貝
に
お
住
い
の
60
代
女
性
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
際
立
ち
ま
し
た
。

参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声

昨年度応募のあった方
のうち、44人の方に景
品をお届けしました。
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［ 中央公民館展示案内 ］

《
わ
た
し
が
薦
め
る
一
冊
》

　
図
書
館
協
議
会
委
員　

大
越　

万
緒

　『
闇
に
魅
入
ら
れ
た
科
学
者
た
ち

　
　
　

人
体
実
験
は
何
を
生
ん
だ
の
か
。
』

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　

解
剖
、
ロ
ボ
ト
ミ
ー
、
ド
ー
ピ
ン
グ

…
…
人
体
を
使
っ
た
実
験
、
研
究
を
行
っ

た
科
学
者
た
ち
を
取
り
上
げ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番

組
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
誘
惑
」

が
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
科
学
の
発
展
の
中
に
あ

っ
た
黒
い
一
面
、
こ
れ
か
ら
の
科
学
、
生

命
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
、
知
識
を

与
え
て
く
れ
た
一
冊
で
す
。
な
ぜ
科
学
者

た
ち
は
、
同
じ
人
間
に
対
し
て
非
道
な
実

験
の
数
々
を
行
っ
た
の
か
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
実
際
に
本
を
開
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

［日時］８月３日（金）午後７時～

［場所］中央公民館

第 376 回　夜のおはなしの会

Li� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� ary
◎８月の休館日：６・13・19・27日
◎開館時間 :  午前９時～午後７時　

図書館だより

●今月の新購入図書 青少年読書感想文全国コンクール課題図書、YBC読書感想文「本の森たんけん」
指定図書も準備しています。ご利用ください。

書 名 著 者 名 出 版 社

道具箱はささやく 長岡　弘樹 祥 伝 社

噛みあわない会話と、あ
る過去について

辻村　深月 講 談 社

真夜中の子供 南　　伸坊 河出書房新社

絶望キャラメル 島田　雅彦 河出書房新社

ディス・イズ・ザ・デイ 津村記久子 朝日新聞出版

書 名 著 者 名 出 版 社

偽姉妹 山崎ナオコーラ 中央公論新社

エンディングドレス 蛭田亜紗子 ポ プ ラ 社

旅先のオバケ 椎名　　誠 集 英 社

ぜんりゃくパパへ　 講 談 社 編 講 談 社

カラス先生のはじめての
いきもの観察

松原　　始 太 田 出 版

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

① ② ③ ４

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 11

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 18

⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ 25

㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

８月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

●１階ロビー
《美術コーナー①》　　　　　　　　
絵画「石佛とゆり」／橋本満弘さん（荒砥）
展示期間：８月１日より９月 30日まで
《美術コーナー②》　
陽光学園作品展
展示期間：７月に引き続き８月 31日まで
●１階フロアー
《書道コーナー》
山田香泉さん（荒砥）・紺野華穂さん（萩野）
展示期間：８月１日より９月 30日まで

陽
光
学
園
作
品
展
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診療時間 月 火 水 木 金 土 
9：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

15：00～17：30 ○ ○ ☆ ○ ○ 休

診 

医療法人社団  聰 明 会 白鷹町大字十王５０５９－１３  ＴＥＬ ０２３８－８５－５６７８ 

 

働きやすい職場環境づくりに力を入れています！ 私たちと一緒に働いてみませんか？ 

みゆき整形外科クリニック 白鷹あゆみの園 介護老人保健施

設 
・白鷹あゆみの園 通所リハビリテーション 

・白鷹あゆみの園 訪問リハビリテーション 

・みゆき 通所リハビリテーション 

・みゆき 指定居宅介護支援事業所 

白鷹町大字十王 5087-1 TEL 0238-85-5678 

入所ご希望の方は、いつでもご相談ください 

白鷹町大字十王 5059-13 TEL 0238-85-5533 

休診日/日曜・祝日・土曜午後 ☆水曜午後は手術・予約外来 

看護師・作業療法士・理学療法士・介護福祉士・事務員・運転手・パート 募集 

　「いきいき百歳体操」は、いろいろな方がで
きるゆっくりとした運動です。ゆっくりと行う
ことが筋肉への刺激になり、また、急激な血圧
の上昇を防ぐことができます。
　体操は、DVD に合わせて椅子に腰かけて行
います。先生役がいなくても効果的に運動する
ことができます。また、同じ地区に住んでいる
方々が顔を合わせるきっかけになり、仲間づく
りやお互いの見守りにもなります。
　すでに取り組んでいる方は、体力向上などの
効果が出ています。　

《取り組んでいる方の感想》

・去年のアンケートに「支えがないと立ち上が 
　れない」と答えたが、今年になって立ち上が
　るとき手を使わないで立ち上がれるように
　なった。
・毎日犬と散歩しているが、休まずに１km歩
　ける。
・歩くとき震えが出ることがあったが、今は全
　く感じない。
・終わった後お茶
　飲みをするのが
　何よりの楽しみ。
・出かける習慣が
　できて生活がぱ
　っとする。

あなたの地域で
「いきいき百歳体操」を
始めてみませんか。

町内 12カ所で始まっています。

　次の実施要件を満たす場合、「い
きいき百歳体操」の DVD を差し上
げます。
●実施要件
［場所］コミュニティセンター分館
　　　  など地区内で歩いて行ける
　　　  場所
［人数］複数で実施（５名程度から）
［回数］最低週１回以上、３カ月以
　　　  上実施すること
［道具］椅子、手と足に付けるおも
　　　  り、   DVD再生機器（テレビ・
　　　  プレーヤー）
【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係
☎ 86-0112

さぁ、みんなで始めましょう♪

地域包括支援センター ℡86-0112
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平成30年 5月 21日 

 

看護師・准看護師・薬剤師・作業療法士・精神保健福祉士 募集 

𠮷𠮷川記念病院 
小児科・内科・精神科・児童精神科・老年精神科 

神経内科・リハビリテーション科 

4月より 2名の医師が入職され、診療体制が充実しました。 
診察(新患も可)をご希望の方は、随時お受けいたします。 

〒993-0075 長井市成田 1888-1 

医 療 法 人 杏 山 会 

高橋 和明 先生（精神科/精神保健指定医） 
外来：水・木曜日（午前） 

993-0075 長井市成田 1888-1

0238-87-8000 
木村 好珠 先生（精神科） 
外来：木曜日（午前・レディース外来） 

　　 あんしん×あんぜん

－平成 30年度－

“明るいやまがた”
夏の安全県民運動
実施期間：７/20（金）～８/19（日）

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

　夏は、長期休暇やレジャー、暑さによる気のゆるみ、疲

労などから、交通事故や水の事故等が多くなります。また、

青少年の非行や身近な犯罪等も多くなる傾向があります。

　町民総ぐるみで運動を推進し、「安全で明るい白鷹町」

にしましょう。

青少年の健全育成といじめ・非行
及び犯罪被害防止

～みんなで育む人間性・社会性豊かな青少年～

●子どもを事故、犯罪等から守る運動

●あいさつ・見守り運動

●モラル・マナーの向上運動

子どもと高齢者の交通事故防止・飲酒運転の撲滅
～交通安全「よく見て確認　ゆとり行動」～

●前をよく見て運転集中 

●歩行者を守ろう

●全員で着用シートベルト　

　チャイルドシート

●こまめな切り替えによるハイビームの積極的活用

●飲酒運転を「しない させない 許さない」の徹底

海・山・川での事故防止
～安全で楽しい夏休み～

●子どもの遊泳には保護者等の監視を

　怠（おこた）らないようにしましょう。

●登山や釣りは、体調に注意し無理のない安全な計

　画で行おう。

●危険な場所で遊んでいる子ども等には、みんなで

　注意しあおう。

身近な犯罪等の防止
～みんなでつくろう安全・安心の街～

●家族旅行や買い物など、外出の機会が多く犯罪

　の被害にあわないように注意しましょう。

●戸締りしっかりカギかけて。

●自宅に多額の現金を置かないようにしましょう。

●車から離れるときは「キー抜き・ドアロック」し、

　カバンや貴重品は置かないようにしましょう。

●地域ぐるみで犯罪を防止し、安全

　で住み良い地域にしましょう。

　グリーンベルトは、歩行者の交通事故防止対策として、車両と歩行者

の通行区別をわかりやすくし、注意喚起する目的で設置されています。

　グリーンベルトが設置されている道路では、特に「減速運転、おもい

やり運転」をお願いします。

グリーンベルト
設置について
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白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業

　

平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
全
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
平

和
祈
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
い
つ　

８
月
15
日
（
水
）　

　

午
前
８
時
30
分
～

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

●
内
容　

平
和
都
市
宣
言
朗
読
（
新

成
人
代
表
）、
平
和
合
唱
（
白
鷹
町

少
年
少
女
合
唱
団
）
な
ど

《
お
願
い
》

　

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
折
鶴
を

当
日
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１

●
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家
（
雨
天
時

…
交
流
ホ
ー
ル
）

●
出
演　

加
藤
マ
チ
ャ
ア
キ
、
Ｍ
Ｏ

Ｊ
Ｏ
、
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會

●
売
店　

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
か
き
氷
、
生
ビ
ー
ル
、

ジ
ュ
ー
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

●
こ
ぶ
し
の
家
の
作
品
販
売　

は
が

き
、
わ
り
ば
し
、
の
し
袋
、
箸
置
き
、

手
織
り
製
品
等

※
夏
祭
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
当
日
は
施
設
開
放
日
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
町
内
及
び
近
隣
地
域
の
在

宅
障
が
い
者
（
児
）
の
方
々
、
ど
な

た
で
も
お
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ぶ
し
の
家　

衣
袋　

☎
85

－

５
６
６
０

聰
明
会
「
夏
祭
り
」

＊
白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

＊
み
ゆ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
い
つ　

８
月
18
日
（
土
）

　

午
後
５
時
～
７
時

●
ど
こ
で　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園　

正

面
広
場
（
雨
天
時
…
白
鷹
あ
ゆ
み
の

園
施
設
内
）

●
催
し
物　

白
鷹
太
鼓

総
務
課
総
務
係　

☎
85

－

６
１
２
０

産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
開
催
決
定

　

今
年
も
秋
に
開
催
し
ま
す
。
テ
ー

マ
は
「
し
ら
た
か
の
紅
（
あ
か
）
～

秋
の
収
穫
感
謝
祭
～
」
で
す
。

　

町
の
産
業
に
触
れ
合
え
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
い
つ　

11
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時（
両
日
と
も
）

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
前
（
４
日
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課　

☎
87

－
０
６
９
６

こ
ぶ
し
の
家
夏
ま
つ
り

　
●
い
つ　

８
月
４
日
（
土
）

　

午
後
３
時
～
６
時

催

し

●
売
店　

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
等

【
問
い
合
わ
せ
】

み
ゆ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
所

リ
ハ
ビ
リ　

☎
85

－

５
５
３
０

白
鷹
陽
光
学
園

第
23
回
夏
祭
り

●
い
つ　

７
月
28
日
（
土
）

　

午
後
６
時
～
８
時
15
分

※
大
花
火
大
会
は
午
後
７
時
30
分
～

●
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
グ
ラ
ウ

ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
学
園
体
育
館
・
大

花
火
大
会
は
翌
日
。

●
内
容　

模
擬
店
、
大
花
火
大
会
、

イ
ベ
ン
ト

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
陽
光
学
園　

夏
祭
り
行
事
係　

紺
野　

☎
85

－

３
０
３
０

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

図
書
館
で
保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑

誌
等
「
き
ょ
う
の
料
理
」「
趣
味
の

園
芸
」「
旅
の
手
帳
」「
和
楽
」「
現

代
農
業
」
な
ど
一
人
5
冊
ま
で
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

８
月
11
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～

●
ど
こ
で　

図
書
館
前
廊
下
（
な
く

広 

告

昨年度の産業フェアの様子
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募

集

●
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
券
３
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

当
日
券
４
０
０
０
円

※
詳
細
は
、
公
式
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
主
催　

山
ぎ
わ
実
行
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
】

山
ぎ
わ
実
行
委
員
会　

代
表　

横
山

☎
０
９
０

－

３
１
２
０

－

１
２
１
７

　
　

高
原
の
里
in
針
生

　
　

第
２
回
写
真
展
作
品
募
集

　

白
鷹
町
針
生
地
区
の
築
約
１
０
０

年
の
古
民
家
を
お
借
り
し
て
、
写
真

展
を
開
き
ま
す
。
携
帯
電
話
や
ス
マ

ホ
等
で
気
軽
に
撮
影
し
て
、
楽
し
ん

で
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
堅
苦
し

い
写
真
展
で
は
な
く
、
携
帯
電
話
や

ス
マ
ホ
等
で
撮
影
し
た
も
の
も
プ
リ

ン
ト
し
て
出
品
い
た
だ
き
、
多
く
の

方
が
楽
し
め
る
写
真
展
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
い
つ　

・
準
備　

９
月
21
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～

・
写
真
展　

９
月
22
日
（
土
）
～
24

　

日
（
月
）
午
前
9
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

●
ど
こ
で　

旧 

今
野  

光
一
さ
ん
宅

●
写
真
サ
イ
ズ　

は
が
き
サ
イ
ズ
以

上●
申
込
方
法　

写
真
の
タ
イ
ト
ル
と

枚
数
、
氏
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
等

を
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
、
フ
ォ
ト

し
ら
た
か
会
長
菅
間
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

タ
イ
ト
ル
カ
ー
ド
は
当
会
で
作
成
し

ま
す
。

●
作
品
搬
入　

作
品
の
裏
側
に
タ
イ

ト
ル
、
氏
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
等

を
記
入
し
、
９
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
現
地
に

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
か
、
白
鷹
町

教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
（
担
当

：

長
谷
川
）
に
、
９
月
20
日
（
木
）
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
畔
藤
５
０
９
７

－

７

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
加
入
団
体

フ
ォ
ト
し
ら
た
か
会
長　

菅
間

[FA
X

]

85

－

５
６
４
８

[E-m
ail]m

sgm
@

lily.ocn.ne.jp 

　
　
　

自
衛
官
募
集
及
び

　
　
　

説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所
で
は
、

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
次
の
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
い
つ

・
第
１
回
…
７
月
28
日
（
土
）

な
り
次
第
終
了
）

【
問
い
合
わ
せ
】

町
立
図
書
館　

☎
87

－

０
２
１
７

中
村
文
昭
講
演
会

●
い
つ　

８
月
26
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～

●
ど
こ
で　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

●
入
場
料

・
前
売
券　

２
０
０
０
円

・
当
日
券　

２
５
０
０
円

・
中
高
生　
　

５
０
０
円

・
小
学
生
以
下　
　

無
料

●
内
容　

全
国
で
講
演
会
を
行
う
中

村
文
昭
さ
ん
に
、
元
気
に
な
る
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

中
村
文
昭
講
演
会
実
行
委
員
会　

担

当　

藤
倉
・
武
藤

☎
０
２
３
８

－

40

－

０
５
２
３

山
ぎ
わ
市
場
と
音
楽
会
そ
の
６

　
●
い
つ　

９
月
１
日
（
土
）

　

午
後
４
時
30
分
開
場
／
５
時
開
演

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

●
内
容　

ラ
イ
ブ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

☎

ふれあいほっとライン
☎023-630-2876

［月～金］午前８時 30 分～午後５時 15 分　
《相談員対応：午前９時～午後４時 15 分》
※土・日・祝・年末年始は休み
※メール及び FAX は 24 時間受付けています。
[E-mail] yshogaku@pref.yamagata.jp
[FAX] 023-630-2874
☆子育ての悩みを１人で抱えず、電話でお話し
　ください。相談員がご一緒に考えます。
☆相談の秘密は守ります。子どもからの相談に
　も応じます。
【問い合わせ】
山形県教育庁文化財・生涯学習課
生涯学習振興室　☎ 023-630-3344

　

午
前
９
時
～
11
時

・
第
２
回
…
８
月
26
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階　

文

化
実
習
室

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

　
　

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

（
通
信
課
程
）
受
講
者
募
集

　

介
護
資
格
の
第
一
歩
。
自
分
の
ペ

ー
ス
で
学
べ
る
通
信
課
程
。
ス
ク
ー

リ
ン
グ
65
・
５
時
間
。
施
設
実
習
4 

日
間
。
未
経
験
の
方
で
も
大
丈
夫
。

働
き
な
が
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

●
研
修
期
間　

９
月
５
日
（
水
）
～

平
成
31
年
２
月
27
日
（
水
）

●
研
修
時
間

・
水
曜
日　

午
後
６
時
～

・
日
曜
日　

午
前
９
時
～

●
研
修
会
場　

ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
慈
光

園
（
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル
）
ま
た
は
慈

光
園
（
研
修
室
）

●
定
員　

30
名

●
費
用　

受
講
料
４
万
円
、
テ
キ
ス

ト
代
６
４
７
７
円
（
税
別
）

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

８
月
19
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

慈
光
園　

梅
津　

☎
88

－

２
７
１
１
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お

し

ら

せ

・
７
月
27
日（
金
）午
後
７
時
30
分
～

　

８
時
30
分
／
ヨ
ー
ガ
・
セ
ラ
ピ
ー

・
７
月
27
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８

　

時
／
や
さ
し
い
太
極
拳

●
ど
こ
で　

山
形
県
飯
豊
少
年
自
然

の
家

●
定
員　

各
講
座
10
名
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
飯
豊
少
年
自
然
の
家　

管
理

事
務
所　

☎
０
２
３
８

－

74

－

２
３
３
１

「
夏
の
省
エ
ネ
県
民
運
動
」実
施
中

　

夏
も
賢
く
省
エ
ネ　

家
庭
で
で
き

る
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
～
９
月
）

▽
冷
房
時
の
室
温
は
28
℃
を
目
安
に

す
る
。

▽
エ
ア
コ
ン
は
必
要
な
時
だ
け
つ
け

る
。（
１
日
１
時
間
利
用
短
縮
）

▽
冷
蔵
庫
に
は
も
の
を
詰
め
す
ぎ
な

い
よ
う
に
す
る
。

▽
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
を
１
分
間
短
縮

し
て
み
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
白
鷹
ア
パ
ー
ト
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙
１

４
８
２

－

１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数

・
一
般
用
（
単
身
可
）　

１
戸

・
一
般
用　

１
戸

●
間
取
り　

６
＋
６
＋
４
・
５
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
２
６
０
０
円
～
２
万
４
８
０
０
円

《
宝
前
町
住
宅
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５
５

０
２

－

１
１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数

・
一
般
用　

１
戸

●
間
取
り　

８
＋
８
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
４
０
０
円
～
３
万
６
２
０
０
円

《
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙
７

２
５

－

１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数　

・
一
般
用　

１
戸

●
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
２

万
４
０
０
０
円
～
４
万
７
１
０
０
円

《
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
２
号
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙
７

２
５

－
１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数　

・
特
目
用（
高
齢
、障
害
者
用
） 

１
戸

・
一
般
用
（
単
身
可
）　

１
戸

・
一
般
用　

１
戸

●
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
２

万
５
４
０
０
円
～
４
万
９
９
０
０
円

【
共
通
事
項
】

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以
下

で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を

有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と
。

※
一
般
用
は
、
高
齢
者
世
帯
、
心
身

障
害
者
世
帯
、
母
子
世
帯
、
多
子
世

帯
等
に
対
し
て
優
遇
措
置
有
り
。

●
入
居
時
期　

10
月
上
旬

●
募
集
期
間　

８
月
６
日
（
月
）
～

10
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

ま
で

●
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
】

県
営
住
宅
指
定
管
理
者　

㈱
西
王
不

動　

置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

　

  

飯
豊
少
年
自
然
の
家

　

  

生
涯
学
習
講
座
無
料
体
験
会

●
開
催
日
時
及
び
内
容

・
７
月
18
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分
／
ヨ
ー
ガ
・
セ
ラ
ピ
ー

・
７
月
24
日
（
火
）
午
前
10
時
～
昼

　

12
時
／
短
歌
教
室

☎
85

－
６
１
３
１

行
政
困
り
ご
と
相
談

●
い
つ　

７
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
担
当
者　

行
政
相
談
委
員

・
樋
口
久
子
さ
ん
☎
85

－

４
５
７
４

・
田
中
惠
治
さ
ん
☎
85

－

４
１
２
０

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　

  

肝
炎
検
査
時
間
拡
大
キ
ャ
ン

　

  

ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
7
月
23
日
～

29
日
の
「
肝
臓
週
間
」
に
合
わ
せ
て

「
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
時
間

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま

す
。
肝
炎
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
検

査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い
つ　

7
月
23
日
（
月
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
本
庁
舎

1
階
健
康
相
談
室

●
内
容　

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
検

査
（
血
液
検
査
）

※
２
週
間
後
以
降
に
来
所
い
た
だ
き
、

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は

無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課　

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

の
ご
案
内

　　

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
蔵
王
ド
ッ
コ
沼
散
策
コ
ー
ス
》

●
い
つ　

８
月
19
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

広 

告

　　 広報しらたか   2018. 7 24



　

７月・８月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所
を開催しています。お気軽においでください。

「いきいき百歳体操と茶話会」

●日　程　７月 20日（金）・８月３日（金）・
　10日（金）・17日（金）・24日（金）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円

「いきいき百歳体操と茶話会と会食会」

●日　程　７月 27 日（金・子どもと一緒に
　会食会）・８月 31日（金）
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　500 円（食事代含む）

「趣味活動・茶話会」

●日　程　７月 24 日（火・どっこいしょ体
　操と日本昔ばなし）・31 日（火・どっこい
　しょ体操とお口の体操）・８月７日（火・
　どっこいしょ体操とお盆の話）・21日（火・
　どっこいしょ体操とお菓子づくり）・28日
　（火・どっこいしょ体操とお口の体操）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円

［特別企画］「笑いヨガ」

●日　程　７月 17日（火）
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　500 円
※時間はいずれも午前 10時～昼 12時

【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

７月開催「のどかカフェ」

　誰もが気軽に参加できる場として「のどか
カフェ」を開催しています。お茶を飲みなが
ら参加者同士で認知症や介護、介護予防、健
康づくり等について情報交換をしています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　７月25日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　
☎86-0112

●
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

約
４
㌔
コ
ー
ス

●
持
ち
物　

飲
み
物
、昼
食
、雨
具
等

※
な
お
、
昼
食
は
外
食
も
で
き
ま
す
。

●
申
込
締
切　

８
月
３
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　

子
ど
も
の
て
ん
か
ん
に
関
す
る

　

講
演
会
・
相
談
会

●
い
つ　

８
月
６
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
４
時
15
分

●
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
本
庁
舎

２
階
講
堂

●
内
容　

宇
留
野
勝
久　

氏
（
独
立

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
山
形
病
院

副
院
長
）
に
よ
る
講
演
会
と
相
談
会

●
そ
の
他　

希
望
者
に
は
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
（
先
着
３
名
程
度
）。

ま
た
、
無
料
託
児
（
定
員
５
名
程

度
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

個
別
相
談
と
託
児
に
つ
い
て
ご
希

望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
締
切　

７
月
27
日（
金
）ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
保
健
所
子
ど
も
家
庭
支
援
課
保

健
支
援
担
当　
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１
６

公
立
置
賜
総
合
病
院「
非
紹
介
患
者

初
診
加
算
料
」等
の
改
定
に
つ
い
て

　

公
立
置
賜
総
合
病
院
で
は
、
病
院

と
診
療
所
の
機
能
分
担
を
よ
り
一
層

進
め
る
た
め
、
他
の
保
険
医
療
機
関

等
か
ら
の
紹
介
状
が
な
く
直
接
御
来

院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
か
ら
「
非
紹
介

患
者
初
診
加
算
料
」
を
、
ま
た
、
病

状
安
定
後
に
他
の
保
険
医
療
機
関
等

に
文
書
紹
介
さ
れ
た
後
、
新
た
な
紹

介
状
な
し
に
再
診
で
受
診
さ
れ
た
患

者
さ
ん
か
ら
「
再
診
時
特
定
加
算
料
」

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
省
令
の
改

正
に
よ
り
各
加
算
料
の
見
直
し
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
結
果
、
平
成
30
年
10

月
1
日
か
ら
下
表
の
と
お
り
金
額
を

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
加
算
料
は
窓
口
負
担

の
な
い
子
育
て
支
援
医
療
証
や
ひ
と

り
親
等
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
あ

っ
て
も
、
保
険
診
療
外
の
た
め
窓
口

負
担
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
を
受
診
さ
れ
る
場
合

も
同
様
で
す
。
日
頃
か
ら
健
康
状
態

や
持
病
な
ど
を
相
談
で
き
る
「
か
か

り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
専
門
的
な
治

療
が
必
要
な
場
合
は
、
紹
介
状
を
持

参
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０

平成30年10月１日～　　　　 （金額は１回につき税込み）

区分 改正前 改正後

非紹介患者初診加算料
医科 3,240円 5,000円

歯科 3,000円 同額

再診時特定加算料
医科 380円 2,500円

歯科 380円 1,500円
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●すくすく発達相談会

　子どもの発達発育に詳しい専門家（臨床心理士）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会場：健康福祉センター

※相談を希望する方は、お問い合わせください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

期日 時間 対象

23 日
（木）

午前９時～昼 12 時の
間で一人１時間程度

幼児から小学生程度の
児童とその保護者

●保育園・こども園開放日

　毎週水曜日に全保育園・こども園を開放しています。

詳しくはお問い合わせください。

時間：午前９時30分～ 11時

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●乳幼児健診

会場：健康福祉センター

持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票 ､ ３歳児

健診の方は尿

※対象の方には、郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記入  

　しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に人

　にうつる可能性のある病気（みずぼうそう、インフ

　ルエンザ、突発性発疹、とびひなど）にかかったり

　したときは事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

期日 健診 受付時間 対象児

１日
（水）

２歳６カ
月児歯科

午後１時
　～１時 20 分

平成 27 年 11 月～
平成 28 年２月生まれ

８日
（水）

３カ月児
午後１時
　～１時 15 分

平成 30 年３月21日
～４月 30 日生まれ

９カ月児
午後１時 15 分
　～１時 30 分

平成 29 年９月21日
～10 月 20 日生まれ

23 日
（木）

３ 歳 児
午後１時
　～１時 20 分

平成 27 年１月
～２月生まれ

 ８月 の子育てページ

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

※13日（月）～ 16日（木）はお休みです。

［８月の予定］

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

期日 時間 イベント

２日（木）

午前 10 時 15 分
  　  　～ 11 時

すこやか広場身体測定

午前 10 時～昼 12 時 育児相談日（要予約）

７日（火）
午前 10 時 15 分
  　　　～ 11 時

赤ちゃん広場身体測定

９日（木）午前 10 時 30 分～ にこにこふれあい体操

28 日（火）
午前９時 45 分
        ～ 11 時

制作活動

30 日（木）午前 11 時 15 分～ 誕生会

つぶ
やき

ひが
しね
保育
園

「何食べたら…」

妊娠しているＲくんのおかあさんに、

Ｍちゃんは「おなか触ってもいい？」と了解を

得て、大きなおなかに手と耳を当てると

「あっ！うごいてる」と嬉しそうに微笑みながら

「何食べたら、おなかに赤ちゃん入るの？」

と、真剣に聞いていました。

●母子健康手帳の交付

　お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん

全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が

留守の場合がありますので事前に電話等でご連絡くだ

さい。

場所：健康福祉センター

※妊娠届出書に個人番号（マイナンバー）の記入と本

　人確認が必要となります。届出時は、次の①、②の

　うちいずれかをお持ちください。

①個人番号カード

②個人番号通知カードと妊婦本人の確認ができるもの

（運転免許証、パスポートなど）

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

　　　　　　課健康推進係内）　☎86-0210
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●婦人科検診

●窓口業務時間延長（午後７時まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談
日時：１日（水）午後２時～４時
場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。
問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室
日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時
会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）
問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会
総会開催日：27日（月）午後３時～
受付締切日：10日（金）
問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談
小児救急（15歳未満）：
プッシュ回線・携帯電話＃8000、ダイヤル回線・IP
電話・PHS023-633-0299
大人の救急（15歳以上）：
プッシュ回線・携帯電話＃8500、ダイヤル回線・IP
電話・PHS023-633-0799
日時：毎日午後７時～ 10時

 ８月 の窓口延長・相談日・開催日

期日 受付時間 場所 対象地区

３日（金）
午後１時～ 南陽検診センター 鮎貝

29日（水）

※会場までバスでの送迎があります。（午後 12時 20
　分健康福祉センター発）

●らくらくスマイル教室

［昼の部］

日時：７日（火）・28日（火）午後１時30分～３時
内容：ゴムバンドトレーニング、全身をほぐすストレ

　　　ッチ　ほか

［夜の部］

日時：１日（水）・22日（水）午後７時～８時30分
内容：ダンベルエクササイズ、姿勢改善で若返り作戦

　　（初級編）　ほか

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

 ８月 の健康カレンダー

●同日検診

注意 :

①特定健診（40 ～ 74歳の国保被保険者の方）・後期
　高齢者健診は、医療保険証を持参してください。

②健康診査（19 ～ 39歳の方）は、保険証などがなく
　ても受診できます。

③肝炎ウイルス検診は、40歳以上で今まで受けたこ
　とのない方が対象です。肝炎ウイルス検診受診券（無

　料券）をお持ちの方は、保険証と一緒に持参してく

　ださい。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

期日 受付時間 場所 対象地区

24 日
（金）

午前７時30分
　　　 ～９時

健康福祉センター
（女性の日）

鮎貝地区の
女性

29 日
（水）

山峡体育館

十王１～６

30 日
（木）

十王７～ 10
滝野

31 日
（金）

萩野,中山

●蚕桑地区健診結果説明会

日時：29日（水）午後１時30分～（１時～受付）
場所：蚕桑地区コミュニティセンター

※申込不要。健診結果の見方やよりよい生活習慣のポ
　イントについてお話します。血圧測定、健康相談も

　行います。健診結果をお持ちになり、ぜひご参加く

　ださい。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

※同日検診、婦人科検診のご案内は、検診日の約

　１カ月前に郵送します。

※無料クーポン券をお持ちの方は、保険証と一緒に持

　参してください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210
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 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.７３ 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

参
加
者
募
集
！ 

『
み
ん
な
で 

ス
ポ
ー
ツ
し
よ
う
よ
！
』 

 

「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
］
で
は
、
色
々
な

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
な
が

ら
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
快
感

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
夏
休
み
を
利
用
し

て
参
加
無
料
の
特
別
企
画
を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
い
つ 

７
月
２８
日(

土) 

▼
時
間 

午
後
１
時
30
分
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
時
30
分
ま
で 

▼
場
所 

東
根
小
学
校
体
育
館 

▼
対
象 

小
学
生 

 

（
小
学
生
以
下
は
応
談
） 

▼
内
容 

「
キ
ン
ボ
ー
ル
」｢

ち
ゃ
ん

ば
ら
キ
ン
グ｣

［
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
］
等 

▼
申
込
締
切 

７
月
25
日
迄 

『
夏
の
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
で
２
つ
の

工
作
を
！
』 

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
モ
ー
タ
ー
を
作
っ
て

み
よ
う
！ 

・
簡
単
、
き
れ
い
！ 

 
 

 
 

 

万
華
鏡
を
作
ろ
う
！ 

▼
い
つ 

７
月
22
日(

日) 

▼
時
間 

午
前
９
時
30
分
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

12
時
ま
で 

▼
場
所 

白
鷹
町
武
道
館 

▼
持
ち
物 

ハ
サ
ミ
持
参
下
さ
い
。 

▼
経
費 

サ
イ
エ
ン
ス
教
室
会
員
は

無
料
で
す
。 

非
会
員 

参
加
費
５
０
０
円
、 

材
料
費
３
０
０
円
（
当
日
支
払
） 

▼
申
込
締
切 

７
月
13
日
迄 

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

ゆめスポしらたか 

「RO＊KU
ロ ッ ク

」会長 岡田 明 
 (事務局：白鷹町武道館内) 

tel.87-8988   
E-mail   rokku@sgic.jp 
ホームページ  
「ゆめスポ 

しらたか」 

で検索。または、 

「
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」 

☆
夜
空
の
観
察
☆ 

 

夏
の
星
座
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
！ 

▼
い
つ 

８
月
９
日
（
木
） 

 
 

 

午
後
７
時
30
分
～
９
時
頃 

▼
場
所 

白
鷹
ス
キ
ー
場
駐
車
場 

▼
持
ち
物 

懐
中
電
灯
（
小
さ
い
も

の
）
・
上
着
（
防
寒
用
） 

（
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
会
員
以
外
の
方

は
当
日
参
加
費
５
０
０
円
、
資
料

代
１
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。
） 

※
曇
天
（
雨
天
）
の
場
合
は
ス
キ
ー
ハ

ウ
ス
で
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
星
座
早

見
盤
の
製
作
を
行
い
ま
す
。 

▼
申
込
締
切 

７
月
31
日
ま
で 

夏
休
み
「
将
棋
教
室
」  

 

今
注
目
の
将
棋
！ 

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
！ 

▼
い
つ 

８
月
６
日
（
月
） 

 
 

 
 

８
月
７
日
（
火
） 

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

▼
場
所 

白
鷹
町
武
道
館 

▼
参
加
費
（
一
日
に
付
き
）  

会 

員
１
０
０
円
非
会
員
３
０
０
円 

▼
対
象 

町
内
小
学
校
の
生
徒 

 
 

 
 

 
 

（
保
護
者
も
可
） 

▼
申
込
締
切 

７
月
31
日
ま
で 

　　 広報しらたか   2018. 7 28



横澤　伊助（91） 横田尻

岩澤　正代（78） 荒砥乙

広川美智子（102） 荒砥乙

小林　トヨ（87） 畔藤

鈴木　しん（85） 畔藤

大江　　清（68） 荒砥甲

菅原光一郎（85） 荒砥乙

表紙の写真

　半夏生の７月２日早朝、十王八卦地区

の紅花畑で摘み手講習会が行われ、参加

者約 15 人が生産者から指導を受けなが

ら、摘みごろの花を収穫しました。

　また、今年度は町内の学校や企業にも

紅花摘みにご協力いただいています。咲

かせて“摘んで”紅（あか）になる紅花。

町民の皆さん一人ひとりの手が「紅花生

産量日本一」を守っています。

▼初めての消防操法大会に出場しました。６月号の編

集後記で書いたとおり、本号に良い結果を収めること

ができてホッとしています。ご指導、ご協力いただい

た皆さん、本当にありがとうございました。

▼大阪での地震や西日本での大雨など、今年も日本各

地で大きな災害が発生しています。本町も平成25年、

26年と豪雨災害に見舞われたわけですが、このたび

の訓練を通してあらためて「自分たちの町は、自分た

ちの手で守る」ことへの意識が強くなりました。

▼災害時の情報発信・情報収集の重要性は、きわめて

高いとされています。町でも６月から「町内緊急メー

ル配信サービス」を開始し、Ｊアラートにて配信さ

れる国民保護情報や町からの緊急情報等を町民の皆

さんへ配信しています（詳細は広報しらたか６月号掲

載）。“いざ”というときに必要な情報をいち早く入手し、

自分の身を守るための行動にすばやく移れるよう、登

録がお済でない方は、ぜひご登録ください。（てづか）

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 ６月１日～ 30日届出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●おくやみ●こんにちは赤ちゃん

斉藤　愛
あ い ら

羅 和紀 鮎貝理恵

海老名　葵
あおい 祐介 十王沙織

樋口　椋
け い や

也 聖 荒砥乙愛梨

齋藤　賢
け ん と

人 淳二 荒砥乙麻美

佐藤　紗
す ず は

羽 翔也 荒砥乙絵美

飯澤　桃
も も

々 啓太 菖蒲真理恵

（　　　）
（　　　）
（　　　）

●まちの人口

　（平成 30 年６月 30 日現在／（　）は前月比）

 ・人口　13,878 人（▲ 15）

　    　　 　　 男性　6,825 人（▲ 10）

 　  　　　　　女性　7,053 人（▲５）

 ・世帯数　4,709 戸（▲１）

　 佐藤　　浩　十　王

　 八島　直美　宮城県
♥

●ご結婚おめでとう

松田　賢二（93） 十王

児玉　角治（98） 高玉

安部　周一（94） 十王

迎田　よし（86） 荒砥甲

鈴木　和義（70） 浅立

土谷シツヱ（83） 佐野原

（　　　）
（　　　）
（　　　）
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わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。
～町内企業でがんばる若者たち～

株式会社川崎精工

樋口 聖さん（荒砥乙・27歳）

  企業データ

■株式会社川崎精工

（白鷹町大字横田尻 3624-1）
【事業内容】アルミダイカスト加工・マシニング加工・

施盤・ドリミング・ブラスト・フライス削り出し加

工・治工具製作

【従業員数】35人
【問い合わせ】

☎ 85-0175

　高校卒業後しばらく長井市で働いていましたが、
いろいろと悩みを抱えていた時期に、当社の先輩か
ら話をいただいたことがきっかけで入社しました。
　入社３年目の現在は、金属製品の削り出し加工を
担当しています。特に、新規の注文はゼロから一つ
の製品を作り上げることになるので、正式なカタチ
になったときは達成感があります。機械の取り扱い
は段階を踏んで覚えられるので未経験でも問題ない
し、歳の近い先輩が多い職場な
ので、わからないことも聞きや
すく、とても働きやすいです。
　当社は品質の良さと高い加工
技術が自慢の会社です。今後
も常に学ぶ姿勢を大事に
し、早く一人前になれ
るようがんばります。

 

新
し
い
家
族
（
子
ど
も
）
が
増
え
て
、  

 

仕
事
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
！

介護老人保健施設  白鷹あゆみの園

小関 啓祐さん（菖蒲・26歳）

  企業データ

■医療法人社団 聰明会

　介護老人保健施設 白鷹あゆみの園

（白鷹町大字十王 5087-1）
【事業内容】医療・福祉

【従業員数】113人
【問い合わせ】

☎ 85-5678

　地元で福祉の仕事に就きたくて、高校卒業後に福
祉関係の専門学校に進学しました。そして、在学中
に当社のボランティア活動に参加させていただき、
職場の環境や雰囲気などから入社を決めました。
　入社７年目の現在は、施設に長期入所されている
方へ介護サービスを提供しています。大変なことも
ありますが、それ以上に利用者の方から喜んでもら
えたときのやりがいの方が大きいです。そのため、

仕事では常に相手の気持ちを考
えるよう心がけています。
　当社では、研修会や講演会も
頻繁にあるので、今後もそれら
　に積極的に参加してスキルア
　　ップし、今以上に頼られる
　　　介護福祉士を目指してが
　　　んばります。

 

毎
週
、
バ
ス
ケ
の
社
会
人
チ
ー
ム

 

の
活
動
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
！

医療法人社団 聰明会

聰明会ロゴマーク
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